
Abstract of the 139th Annual Meeting of the Pharmaceutical 
Society of Japan (Chiba). March 20th-23rd, 2019.

 Copyright © 2019 The Pharmaceutical Society of Japan. 
 All Rights Reserved.– 103 –

3月 21日（木）13:30 ～ 15:30� H 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ステラ

OS01-1 千葉大学病院の働き方改革 ING
 ○石井 伊都子 1

1千葉大病院

　病院には複数の職種が渾然一体となって働いている。医師の働き方改革が叫ばれているものの、そ
の他の職種も同じように超過勤務を強いられ、薬剤師も人ごとではない。各職種の仕事は蜘蛛の糸の
ように繋がっているため、全体が良くなることが求められる。例えば、処方の発生源である医師の仕
事が遅くなれば、薬剤師の調剤が遅れ、それに付随する事務処理は時間外勤務となる。
　千葉大学医学部附属病院では、職場環境向上委員会 -Happy work project-を設置し、病院で働く全
ての職員に対して働き方改革を進めている。適切な休養は業務の集中度を挙げる一方、長時間残業は
医療事故に繋がりやすく、結果的に患者の QOLを低下させる。働き方改革のキーワードとして life-
work synergyを提唱し、all-byoING 職員の意識改革を始めている。更に、院内保育所、職員アメニティ、
会議改善４か条、メールの出し方、超過勤務対策、挨拶運動等を本シンポジウムにて紹介する。まだ
改革の道半ばではあるが、皆様の参考になれば幸いである。

理事会企画シンポジウム　OS01
男女共同参画―世代間・男女間ギャップを語る
Let's talk about generation and gender gaps on a gender-equal perspective
 高倉 喜信 1, 伊藤 美千穂 1

1京大院薬

　日本薬学会は、男女共同参画基本法に基づき、男女共同参画推進に向けた取組みを開始し、2016年
には「男女共同参画社会づくり宣言」を社会に発信した。また活動の一つとして、一昨年および昨年
の年会において理事会企画シンポジウムを開催し、様々な領域からシンポジストを招いて各立場から
の取組みの現状や課題等に関する意見交換を行った。第 3回目となる本シンポジウムでは、あらゆる
多様性を尊重するダイバーシティの概念に基づき人財を適材適所でサポートしていくという日本薬学
会の基本理念に基づき、性別、年齢（知識・経験を含む）の異なるシンポジストを招き、男女間、世
代間のギャップを把握し、課題を抽出することで若手支援の糸口を探ることを目的とした。アカデミア、
製薬企業、医療現場から男女共同参画に関連する取組みや課題、ご意見等を各領域からお招きしたシ
ンポジストにご講演いただくが、とりわけ今回は在学中の大学院生および卒後間もない若手社会人か
らも話題を提供いただき、男女間、世代間ギャップに焦点を当てたい。シンポジストから提供された
情報に基づき、男女共同参画の取組みに関する将来の方向性について議論し、さらに今後の日本薬学
会の男女共同参画への取組みに関する意見交換等を行いたいと考えている。
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